
最
大
2.5
ｍ
、
桜
島
の
海
底
噴

火
で
は
、
福
山
地
区
と
神
造

島
で
最
大
９
ｍ
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。
津
波
避
難
ビ
ル
の

よ
う
な
緊
急
か
つ
迅
速
に
避

難
で
き
る
場
所
の
確
保
も
必

要
で
あ
り
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
参
考
に
検
討
し
た

い
。

農
作
業
事
故
の
防
止
対
策
に

つ
い
て

問　

農
作
業
死
亡
事
故
件
数

が
過
去
最
悪
の
状
況
と
な
っ

た
た
め
、
県
は
、
事
故
多
発

警
報
を
発
令
し
、
防
災
無
線

等
で
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
本
市
を
は
じ
め
、
３
件

の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

る
が
、
市
は
ど
の
よ
う
な
対

策
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

答　

死
亡
事
故
多
発
警
報
を

受
け
、
県
等
の
農
業
機
械
担

当
者
と
死
亡
事
故
の
現
地
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
農
業

者
に
よ
る
研
修
会
や
、
会
合

等
で
安
全
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
県
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
事

故
防
止
の
啓
発
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
事
故
の
未
然
防

止
に
努
め
た
い
。

問　

下
水
道
事
業
は
、
６
億

円
を
超
え
る
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
を
投
入
し
て
事
業

運
営
さ
れ
て
い
る
。
下
水
道

事
業
の
経
営
健
全
化
は
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
今
後
の

方
向
性
を
問
う
。

答　

施
設
の
延
命
化
や
、
省

エ
ネ
タ
イ
プ
の
機
器
へ
の
更

新
な
ど
で
、
汚
水
処
理
原
価

の
低
減
を
図
る
と
と
も
に
、

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
、
下
水
道
事
業
の
経
営
健

全
化
に
努
め
る
。

市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
中
断

す
る
際
は
、
最
短
で
復
旧
を

問　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
腐

食
・
事
故
等
で
損
傷
し
た
あ

と
、
復
旧
す
る
ま
で
の
期
間

が
長
い
と
感
じ
る
が
、
市
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
中
断
期
間

を
最
短
に
す
る
た
め
の
策
を

問
う
。

答　

行
政
の
存
在
は
市
民
の

た
め
に
あ
る
。
市
民
が
主
役

の
考
え
方
で
進
め
て
い
る
。

職
員
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
と

コ
ス
ト
感
を
指
導
し
て
い

る
。
一
週
間
で
も
一
日
で
も

早
く
復
旧
す
る
よ
う
、
最
大

限
の
努
力
を
図
っ
て
い
く
。

下
水
道
事
業
の
経
営

健
全
化
を

問　

い
つ
発
生
し
て
も
お
か

し
く
な
い
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
や
桜
島
の
海
底
噴
火
に

よ
り
、
本
市
の
沿
岸
で
は
、

大
き
な
津
波
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。
身
近
な
緊
急
避
難
所

と
し
て
、
高
層
ビ
ル
と
の
協

定
は
結
べ
な
い
か
。

答　

本
市
へ
の
津
波
の
影
響

は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は

答　

８
地
区
自
治
公
民
館
で

あ
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

問　

和
食
を
推
進
す
る
学
校

が
出
て
く
る
中
で
、
牛
乳
を

廃
止
す
る
学
校
が
出
て
き
て

い
る
。
成
長
期
の
子
供
に
影

響
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
セ

ン
タ
ー
方
式
は
、
多
く
の
食

材
が
必
要
な
た
め
、
地
域
の

食
材
が
使
用
さ
れ
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
。

答　

牛
乳
に
は
、
た
ん
ぱ
く

質
や
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
本

市
で
は
、
牛
乳
の
廃
止
は
考

え
て
い
な
い
。
給
食
に
つ
い

て
は
、
地
域
食
材
を
積
極
的

に
活
用
す
る
よ
う
納
入
業
者

と
十
分
に
協
議
し
、
可
能
な

限
り
使
用
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
無
戸
籍
に
つ
い
て

・
子
供
の
虐
待
と
育
児
放
棄

に
つ
い
て

問　

地
区
自
治
公
民
館
が
作

成
す
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
に

対
し
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
国
道
・

県
道
の
進　

状
況
を
問
う
。

答　

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
自

助
の
部
分
が
大
多
数
を
占

め
、
環
境
美
化
や
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
活
動
に
対
し
、
１
地
区

１
事
業
に
30
万
円
を
上
限
に

３
年
間
補
助
し
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
平
成

25
年
度
に
お
い
て
国
道
・
県

道
に
関
す
る
要
望
21
件
に
対

し
、
８
件
を
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

問　

合
併
し
て
９
年
目
に
な

る
が
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
計

画
書
に
取
り
組
ん
で
い
な
い

地
域
は
何
か
所
あ
る
の
か
。

問　

入
札
結
果
を
見
る
と
、

建
築
設
計
業
務
委
託
に
つ
い

て
は
、
相
変
わ
ら
ず
不
調
や

予
定
価
格
と
の
金
額
に
差
が

あ
る
。
県
や
他
市
が
取
り
入

れ
て
い
る
標
準
業
務
人
日
数

を
公
表
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
県
内
で
標
準
業

務
人
日
数
を
公
表
し
て
い
る

市
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の

か
。

答　

建
築
設
計
業
務
委
託
の

入
札
に
お
い
て
、
標
準
業
務

人
日
数
の
相
違
に
よ
る
入
札

の
不
調
が
多
々
見
受
け
ら
れ

る
。
鹿
児
島
市
、
薩
摩
川
内

市
ほ
か
４
市
に
お
い
て
標
準

業
務
日
数
の
公
表
を
実
施
し

て
お
り
、
現
在
公
表
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
エ
リ
ア
拡

大
に
つ
い
て

問　

デ
マ
ン
ド
交
通
の
さ
ら

な
る
利
便
性
の
向
上
や
、
エ

リ
ア
拡
大
は
で
き
な
い
か
。

答　

本
市
の
公
共
交
通
の
現

状
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
等

の
交
通
弱
者
に
対
す
る
移
動

手
段
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
霧
島
永
水

地
域
、
溝
辺
有
川
地
域
に
お

い
て
、
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証

運
行
を
開
始
し
、
高
齢
者
の

交
通
移
動
手
段
が
拡
充
で
き

た
。
今
後
も
、
ふ
れ
あ
い
バ

ス
の
利
用
乗
車
率
が
低
い
路

線
は
、
利
用
実
績
や
地
域
の

要
望
等
を
踏
ま
え
、
デ
マ
ン

ド
交
通
へ
の
転
換
を
図
り
た

い
。
ま
た
、
他
市
で
、
高
齢

者
に
特
化
し
た
移
動
手
段
を

行
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

受
領
の
推
進
に
つ
い
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
を
推
進
す
べ
き

問　

園
芸
農
家
の
ハ
ウ
ス
暖

房
用
木
質
ボ
イ
ラ
ー
へ
の
補

助
は
で
き
な
い
か
。

答　

木
質
ボ
イ
ラ
ー
は
、
重

油
に
比
べ
燃
料
コ
ス
ト
が
安

い
反
面
、
施
設
の
初
期
導
入

コ
ス
ト
が
割
高
で
鹿
児
島
県

に
お
い
て
補
助
制
度
は
な
い

た
め
、
な
か
な
か
導
入
が
進

ま
な
い
。
他
県
で
は
、
補
助

制
度
を
創
設
し
、
ハ
ウ
ス
暖

房
用
木
質
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入

促
進
を
図
っ
て
い
る
。
県
に

対
し
て
同
様
の
補
助
制
度
の

創
設
を
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。

津
波
等
の
避
難
所
と

し
て
高
層
ビ
ル
と
の

協
定
は
結
べ
な
い
か

Ｃ
型
肝
炎
を
治
そ
う 池田　綱雄 議員

市
内
事
業
所
の
育
成

に
向
け
た
入
札
制
度

の
確
立
を

地
域
ま
ち
づ
く
り
計

画
は
、
予
定
ど
お
り

進
ん
で
い
る
の
か

宮本　明彦 議員

下深迫 孝二議員

新橋　　実 議員

建
築
物
耐
震
改
修
に
つ
い
て

問　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
不
特
定
多

数
が
利
用
す
る
５
０
０
０
㎡

を
超
え
る
ホ
テ
ル
な
ど
、
耐

震
診
断
を
義
務
づ
け
ら
れ
た

大
規
模
建
築
物
は
、
市
内
に

何
棟
あ
る
の
か
。

答　

市
内
の
対
象
建
築
物
の

棟
数
に
つ
い
て
は
、
県
と
の

合
同
調
査
に
よ
り
ホ
テ
ル
９

棟
、
病
院
１
棟
、
劇
場
１
棟
、

そ
の
他
２
棟
の
合
計
13
棟
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
ホ
テ
ル
５

棟
、病
院
１
棟
、劇
場
１
棟
の

計
７
棟
に
つ
い
て
は
、
耐
震

診
断
が
必
要
で
あ
る
と
確
認

し
て
い
る
。

問　

平
成
14
年
か
ら
18
年
度

の
霧
島
市
住
民
の
Ｃ
型
肝
炎

検
査
で
は
、
国
・
県
平
均
の

1.5
倍
の
陽
性
率
で
、
他
の
地

域
よ
り
も
多
い
。
ま
た
、
陽

性
と
判
断
さ
れ
て
治
療
を
受

け
て
い
な
い
人
も
多
い
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
治
療
を
勧

め
て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
の

方
法
を
問
う
。

答　

肝
炎
の
要
精
密
者
に

は
、
精
密
検
査
の
受
診
を
勧

奨
し
て
い
る
が
、
１
０
０
％

の
受
診
率
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
今
後
は
、
市
民
健
康
講

座
や
健
康
生
き
が
い
づ
く
り

等
に
お
い
て
、
医
師
会
病
院

の
先
生
等
に
講
演
を
戴
い
た

り
、
保
健
師
の
活
用
を
図

り
、
治
療
の
不
安
を
解
消

し
、
安
心
し
て
治
療
で
き
る

体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
。
早

め
の
治
療
は
、
体
の
た
め
に

も
、
経
済
的
な
面
に
も
、
ま

た
医
療
費
抑
制
に
も
つ
な
が

る
。

観
光
行
政
に
つ
い
て

問　

体
験
型
修
学
旅
行
が
増

え
て
い
る
が
、
霧
島
市
と
し

て
の
取
組
を
問
う
。

答　

昨
年
、
霧
島
市
に
１
万

４
３
７
９
人
の
宿
泊
者
が
あ

っ
た
。
今
後
、
霧
島
市
な
ら

で
は
の
様
々
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
に
努
め
、
国

内
の
み
な
ら
ず
、
海
外
に
も

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
。

木野田　誠 議員

Ｃ
型
肝
炎
は
、Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
に
よ
り
起
こ
る
肝

臓
の
病
気
で
、
感
染
す
る
と
慢

性
肝
炎
、
肝
硬
変
、
肝
が
ん
と

い
っ
た
病
気
に
進
行
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、肝
炎
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
経
路
は
様
々

で
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
病

気
が
進
む
こ
と
が
あ
る
た
め
、

早
期
に
発
見
し
、
早
期
に
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
、
予
約
が
あ
っ
た
時
の
み
運
行
す
る
方
式
で
、
運
行
方

式
、運
行
ダ
イ
ヤ
、発
着
地
の
自
由
度
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、多
様
な
運
行

形
態
が
存
在
し
ま
す
。

有村　隆志 議員

国分児童体育館の標高表示

国分隼人クリーンセンター

復旧したカーブミラー
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